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 金多允氏の博士学位論文は，腸脛靭帯（Iliotibial Band, 以下 ITB）にメカニカルストレスが繰り返




害の中で 2 番目に多いこと，有病率が約 42％であることを示し，ITBS の発生メカニズムの解明の必要
性を研究背景にて主張している。ITBS は大腿骨外側上顆（LFE）と ITB の間にある脂肪体へのメカニカ






うことで，RTE が算出する SRの値が上昇し，リスクが増加する可能性を示唆している。 
本研究は，SRの値と ITBSの内因性リスクファクターが存在することで SRが増加することを生体内で
検証すること，及び ITBS の Inciting event であるランニング後の SR の変化についても検証すること
を著者は目的として述べている。以上より著者は研究課題として以下の 2つを設定した。 
課題 1：内反膝の有無，性差が ITBのストレインに及ぼす影響 
課題 2：女性レクリエーションランナーにおける ITB のストレインの増加要因の検討 
第 2章では，著者は内因性リスクファクターの有無が ITB のストレインを上昇させ得るかを検討して
いる。健常若年成人男女 44 名を，性別と内反膝の有無(大腿内側顆間距離 4cm 以上)で 4 群に分け，下
肢の静的アライメント及び RTE にて算出される ITB の SR を，側臥位（非荷重位）の 4 肢位と立位（荷
 
-２ 
重位）の計 5 条件で比較した。結果として，非荷重位ではどの肢位においても女性より男性の方が SR
は高値であった。一方，内反膝を呈している女性においては，正常膝の男女と比べると有意に SR の値
が高く，内反膝の男性よりも高値であった。以上より，女性で内反膝を呈している人が立位姿勢なる（荷









第 4 章では，著者は，総合討論として課題１及び 2の研究をまとめ，ITBSのメカニズムの解明に向け





第 5 章では，著者は，本論文の結論として，内反膝，女性，Leg heel angle，大殿筋や大腿筋膜張筋












令和 2年 1月 28 日，学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め，関連事項について質疑応答を行い，最終試験を行った。その結果，審査委員全員が合格と判定した。 
よって，著者は博士（スポーツ医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
